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ラ ニング・コモンズを利用したー
授業と学習支援の試み
大阪大学 大学教育実践センター
堀 一成
国立大学図書館協会 近畿地区セミナ 事例発表１ー
２０１０年９月１６日 ＠大阪大学 豊中総合図書館
1(c) 2010 Kazunari HORI, Osaka Univ.
今回のお話では
大阪大学附属図書館のラ ニング・ー
コモンズを中心とする施設の紹介
ラーニング・コモンズを使った授業や
講習の事例紹介
大阪大学豊中キャンパスにおける、
学習支援施設 紹介と使 分けの い
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簡単な自己紹介
 １・２年生を対象とする共通教育
（教養教育）を担当する組織の教員
主な研究分野は 多言語資源・数理工学など
 旧大阪外大では情報リテラシー教育
（IT分野の意味での）や
プログラミング教育を担当
 旧大阪外大 情報処理センター長
（平成１６年４月～平成１９年９月）
情報シ ム 運営や監査なども担当ステ の
 最近、図書館利用教育など学習者中心教育の
試みに仕事がシフト
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大阪大学の３つの教育目標
教養
Critical Thinking
デザイン力
Synthetic Imagination
& Good Sense  
国際性
Transcultural Communicability
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大学に求められる学びのあり方
の変化 相
応教員→学生 の 講義形式
知識の獲得
調べたことをまとめる
し
い
旧
場
の
提
供新
相互協調学習
（教員はサポート役） が
必｛問題発見法・学ぶ方法・
学びの姿勢｝の獲得
自らの考えを他人に発信
要
！
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阪大豊中キャンパスの
主な学習支援施設
附属図書館の閲覧室など
ラーニング・コモンズ（附属図書館）
スチューデント・コモンズ
（大学教育実践センター）
カフェ カルチエ
（大学教育実践センタ ）ー
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附属図書館 豊中総合図書館
閲覧室とサイレントゾーン
閲覧室の様子←
（大声だめ、PC可）
↓ サイレントゾーン
（話だめ、PCもだめ）
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本学のラーニング・コモンズ
（概要） 総合図書館
理工学図書館 上原課長補佐
作成資料より引用
理工学図書館
(c) 2010 Kazunari HORI, Osaka Univ. 8
豊中 総合図書館
ラーニング・コモンズ
 B棟２階に設置（７５６ｍ2）
４ゾーンに分かれ多様な利用を図る
固定PC 18台、貸出PC  24台
大・小のホワイトボードを使って
自由にディス
カ シ ンッ ョ
飲み物可 LCの写真を貼る。
（自販機有）
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ラーニング・コモンズでの
TAの活動
カウンタ での相談対応
理工学図書館 上原課長補佐
作成資料より引用
ー
 TA講習会
（オンデマンド方式図書館ツアー、
データベース検索法など）
留学生TAの協力により外国語ツアーの
実施もあり
おすすめ本（TA選書）リストの作成
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ラーニング・コモンズ活用
基礎セミナー事例
基礎セミナ とは？ー
☆少人数（数人 十数人程度）～
☆対話形式
☆体験的課題追求型
☆対象は全学部の一年生中心
のセミナ 形式共通教育科目ー
（半年 全１５回 ２単位）
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基礎セミナー
「システム開発ことはじめ」
 ウォーターフォールモデルに基づく
ソフトウェア開発体験（Excelマクロ）
 各自が考えを説明することで完成に向け
考えを深める。
受講者は理系１年生 ４名
受講者の メント コ
「ソフトウェア開発の経験ができてよかった」
「教室と違 見られ ると緊張するって、 てい 」
「他の人は注目していないので、
案外平気だ た」っ
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セミナーの様子
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ポートフォリオシート
各時間に学んだ
ことなどを学生
自身がメモする
 各時間終了後に
教員が回収
チェック・コメ
ト 次回返却ン し
 科目終了後は学
生が持っておく
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プレゼン・レスポンスシート
２００９ システム開発ことはじめ
発表者以
基本計画 プレゼン・レスポンスシート
プレゼン担当者
外が、発
表を聞い
発表の日付
発表の良かった点、聞いてよく判った事など :
て記入す
る。
発表でよく判らなかったこと、改善した方が良いか
教員が
チェック
なと思うこと、自分ならこうする・こう説明するな
どの意見 : 後、発表
者に渡す。
意見記入者
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ラーニング・コモンズ活用
レポートの書き方講習会事例
本年６月の３日間開催（各９０分）
学部一年生中心（14～17名参加）
一回目「まずは形から入ろう」
二回目「最低限のルールを守ろう」
三回目「よりよいレポートに
するために」
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講座の様子 その１
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講座の様子 その２
参考図書コーナーを体験する
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講座の様子 その３
サンプルレポート作成実習
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受講者の感想など
レポ トのコツがわかった気がするー
知らなかった図書館の使い方を教えて
もらってよかった
リファレンスコーナーで相談できると
は知らなかった
全１５回の授業にしてほしい
「論文の書き方講座」も希望します
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大学教育実践センター
スチューデント・コモンズの概要
（第２３回日経ニューオフィス賞受賞）
総合図書館から歩いて２、３分
教育研究棟I の１階と２階
１階部分
カフェQuartier 、開放型セミナー室
２階部分
マッチング型セミナー室、
セミナー室（１）・（２）、
ITヘルプデスク
(c) 2010 Kazunari HORI, Osaka Univ. 21
スチューデント・コモンズ
建物外観 ←
 ↓マッチング型
セミナー室
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カフェカルチエ (Quartier) 
コ ヒ ・パン・ケ キ・サラダ・ー ー ー
アイスクリーム等を販売
自由に話したり、勉強会をしたり
時々自主イベントも
ワニ博士の
ぬいぐるみ・
ストラップも
売っています
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スチューデント・コモンズの
運営
非常勤職員・学生スタッフで運営
利用したい学生あるいは教員が利用申
し込みをすることが必要
イベントの管理・審査は実践センター
の教員中心で作る委員会が担当
イベ トは必ず責任教員が署名の上 ン 、
申し込みをする
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スチューデント・コモンズの
イベント例
教員と語ろう
ひとこと市場
書評対決
ビブリオ・バトル
イカ阪サミット
恋愛を語る
Love Café
などなど
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学びの場 役割分担
図書館閲覧室・サイレントゾ ンー
（自分ひとりで学習、話禁止）
図書館ラーニング・コモンズ
（みんなで議論、飲み物可）
スチューデント・コモンズ
（教員指導下で 議論 プレゼン型、 ・
授業、自主イベントもあり）
カフェ カルチエ
（勉強あり・無駄話あり 食事も）、
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学習支援の場のありかた
（図書館を含む）
（特に大学受験以前の）自主学習体験
の不足に配慮する
利用の自由とコントロールのバランス
が大事
その場にふさわしい教育内容をよく検
討する（何でもセミナ 科目にすればー
自主的学習になるわけではない）
→ FDの場で議論する必要あり？
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これからも利用される
図書館であるために １
 Google検索に負けない情報の提供を！
人（職員 教員両方）が手間を掛けた・
質「付加価値」の高い情報を提供する
情報爆発時代を生き抜く力をつけてもらう
例：図書館員おすすめ書籍情報、
パスファインダー、
実際の科目と連動した
学習法提案など
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これからも利用される
図書館であるために ２
教員を巻き込みましょう！
忙しいと逃げる教員を捕まえましょう
FD・SDに図書館利用教育の内容を
情報処理センター、教養教育実施組織、
留学生センターも巻き込みましょう！
コラボでライティングサポートなどの
イベントや予算提出を
学生にお節介を焼きましょう！
お勧め利用法を押し付ける位でいい
２，３年生サポーターの活用
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まとめ
大阪大学の学習支援施設の紹介
（ラーニング・コモンズを含む）
ラーニング・コモンズを利用した
学生発表型セミナ 講義とー
レポート講習会の紹介
大阪大学では図書館内・外の学習支援
施設を目的に応じ使い分けている事の
紹介
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